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1. まえがき
昨今の急激なスマートフォンの普

及，グローバルインターネットプレ

イヤーの急速な台頭により，通信事

業者にとってネットワーク土管化の

リスクが高まっている．対応手段と

して，ネットワークにおいて通信事

業者ならではの付加価値を付与しよ

うとする取組みの重要性は増してい

る．しかし，現状ではサービスを提

供する仕組みが複雑である．また，

共通な機能とサービス依存の機能が

密接に結びついた個々のサービスに

特化した個別最適な作りになってい

る．そのため，サービス提供までの

時間やコストを要しているという課

題があった．

そこで，通信事業者ならではのネ

ットワーク付加価値を提供するサー

ビスを，安く，タイムリーに実現す

ることを目的として，サービスイネ

ーブラネットワーク（SEN : Service

Enabler Network）を実現する基盤

（SEN基盤）を開発する．SEN基盤

は，ネットワークでの高度な情報処

理・通信処理により付加価値を提供

する基盤である「ネットワーククラ

ウド」を構成するひとつの要素であ

る．複数のイネーブラを組み合わせ

ることにより，極力，サービスシナ

リオのみの開発でタイムリーにサー

ビスの提供を可能とする．本稿で

は，今回開発したSEN基盤の実現

構成およびSEN基盤の適用サービ

ス例を解説する．

2. 実現構成
SEN基盤の全体論理構成を図1に

示す．

SEN基盤は各種サービスを提供す

るための①部品化されたサービス機

能（イネーブラ）と，各種イネーブ

ラを組み合わせ，サービスシナリオ

を実行する②共通化された制御機能

で構成され，以下の2点を実現する．

・部品化されたサービス機能と共

通化された制御機能を柔軟に利

用して，影響装置の最小化，影

響範囲の局所化，試験範囲の最

適化を行うことで，サービス開

発期間の短縮を可能とする．

・イネーブラごとの機能差異を意

識せずに，サービスシナリオか

ら各種イネーブラを利用できる

仕組みを構築する．

2.1 必要機能
SEN基盤開発で目指したのは，

「テレコム機能・イネーブラ機能・

ネットワーククラウドを構成するサービスイネーブラネットワーク（SEN）基盤の導入

イネーブラ API IMS

ネットワーククラウドを構成する
サービスイネーブラネットワーク（SEN）基盤の導入
近年，通信事業者ならではの付加価値を付与した多彩

なサービスの提供を短期間で開発することが求められ

ている．この要求を満足するため，ネットワーククラウ

ドにおいて複数のイネーブラを組み合わせたサービス

イネーブラネットワーク（SEN）を実現する基盤を開発

した．これにより，サービスシナリオのみの開発でサー

ビス提供を行うことを可能とした．また，開発期間を短

縮し多彩なコミュニケーションサービスをタイムリー

に提供することが可能となった．
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近年、通信事業者ならではの付加価値を付与した多彩なサービスの提供を短期間で開発することが求められている。この要求を満足するため、ネットワーククラウドにおいて複数のイネーブラを組み合わせたサービスイネーブラネットワーク（SEN）を実現する基盤を開発した。これにより、サービスシナリオのみの開発でサービス提供を行うことを可能とした。また、開発期間を短縮し多彩なコミュニケーションサービスをタイムリーに提供することが可能となった。



メディア制御機能・Webアクセス

機能の基本機能を具備したネット

ワークの開発」である．これによ

り，実装済みのイネーブラを利用

するサービスや，特殊なイネーブ

ラを必要としないサービスであれ

ば，サービスシナリオの開発のみ

でサービスの提供が可能となる．

まず，テレコム機能については，

SIP（Session Initiation Protocol）＊1の

基本的なコールモデルに加えて，

新規サービスを提供する際に必要

な代表的なコールモデルに対応す

る機能をSEN基盤に具備する．そ

の際，IMS（IP Multimedia Subsys-

tem）＊2装置に影響を与えないよう

に，既存サービスとSEN基盤上で

のサービスとの連携を行うための

SEN連携基盤機能をIMS装置に追

加する．また，サービスシナリオに

て共通的に利用可能なサービス競

合処理機能をSCIM（Service Capa-

bility Interaction Manager）として定

義し，SCN（Service Composition

Node）＊3 [1]の中に実装する．

イネーブラ機能については，

SMSや位置情報といった既存機能

のAPI＊4化を進めてイネーブラとし

て利用可能とする．さらに，新しい

イネーブラの導入を容易とするた

めに，イネーブラ収容装置として

ECN（Enabler Connection Node）を

開発する．

メディア制御機能とWebアクセ

ス機能に関しては，すでに導入し

ているSCNおよびMPN（Media

Processing Node）＊5 [2]を利用する．

2.2 機能概要
本開発では，IMS基盤にSEN連

携基盤機能を実装するとともに，

新たにSEN基盤の制御機能として

SCIMの開発を行った．さらに，イ

ネーブラの導入時に網特有のカス

タマイズを最小化するためにECN

7

＊1 SIP：IETF（Internet Engineering Task
Force）で策定された通信制御プロトコル
の1つ．VoIPを用いたIP電話などで利用
される．

＊2 IMS：3GPPで標準化された，固定・移動
通信ネットワークなどの通信サービスを，

IP技術やインターネット電話で使われる
プロトコルであるSIPで統合し，マルチメ
ディアサービスを実現させる呼制御通信
方式．

＊3 SCN：各種イネーブラを組み合わせサー
ビスシナリオを実行するノード．SCIM機

能も保持する．
＊4 API：イネーブラが提供する機能を他の装

置から利用するためのインターフェース．

NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル Vol. 20 No. 2

●①部品化された 
　サービス機能 
　（イネーブラ） 

イネーブラ 
（コンテンツシェア） 

イネーブラ 
（NW電話帳） 

SEN基盤を構成する各機能 

CPなどからSENを 
利用する際の 
ゲートウェイ機能 

サービスシナリオ 
（サービス制御） 

SCN（サービスシナリオ実行基盤） 

SIP／メディア制御／Diameterイネーブラ 

SCIM（競合処理） 

イネーブラ 
（SMS） 

ゲートウェイ 
（GW） 

ECN（IF処理） 

課金機能 

サービス 
シナリオ 

サービス 
シナリオ 

サービス 
シナリオ 

音声系NW

●②制御機能 

IMS基盤 

CS-IP xGSN EPC

LTE

ALL-IP NW
CiRCUSなど 

パケット系NW

3G

■イネーブラ 
　→複数のサービスで使用できるように部品化された機能 
　→既存のサービス共通機能をAPI化し，部品化も可能 
■ECN機能 
　→各イネーブラとのインタフェース機能 
■サービスシナリオ 
　→イネーブラを活用し，サービス制御を行うシナリオ 
■SCN機能 
　→サービスシナリオに基づきイネーブラを組み合わせ， 
　　サービスを提供する機能 
■SCIM機能 
　→ユーザからの要求に応じたサービスシナリオの選択 
　　やサービス競合の制御を行う機能 
■課金制御 
　→SENで提供するサービスの課金を行う機能 

MPN

UE

MB/MCE 
（メディア処理） 

CS-IP : Circuit Switched-IP 
E PC  : Evolved Packet Core 
xGSN : serving/gateway General packet radio 
 service Support Node

図１　SEN基盤の全体論理構成
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を導入した．これらの機能につい

て以下で説明を行う．

� IMS基盤におけるSEN連携

IMS基盤とSEN基盤の連携を図2

に示す．

SEN基盤への接続はIMS基盤か

ら実施され，IMS基盤からみると

SEN基盤は1つのAS（Application

Server）＊6としてみなされる．そのた

め，S-CSCF（Serving Call Session

Control Function）＊7が3GPP TS23.218

および3GPP TS29.229の規定に従い，

SiFC（Shared initial Filter Criteria）＊8

情報を参照して，接続するASと接

続順序を決定することで，サービ

スごとの振分けや順次起動を可能

にしている．しかし，SiFCの定義

ではサービスやセッション＊9状態

をAS間で引き継ぐことができず，

静的なロジックに限定されるなど

の制限がある．本開発ではこの制

限を解消するため，既存ASがサー

ビス起動を判断できるようにした．

具体的には，S-CSCFから新規ASに

接続した際の応答信号にサービス

制御情報を付加し，既存ASの既存

サービスとSEN基盤（新規AS）の

新規サービスとの競合制御をSCIM

にて実施できるようにした．これ

によって，既存ASで実施している

サービスと新規ASで実施する新サ

ービスとの競合判定や，同一セッ

ション内でのサービスの組合せが

可能となる．

既存AS提供サービスと新規AS

提供サービスを同一セッション内

で提供する際の処理の流れを簡単

に説明する．SEN基盤上の新規サ

ービスに加入していた場合に，HSS

（Home Subscriber Server）＊10はSiFC

情報にSCIMへの接続情報を加えて

設定し，呼接続時にS-CSCFはユー

ザプロファイルのSiFC情報を参照

し，SCIMを優先的に選択する．信

号を受けたSCIMでは，SENサービ

ス起動要否を判断し，SENサービ

ス起動の場合にはS-CSCFへの応答

信号に「SEN接続要求」を付与す

る．その後，S-CSCFがSiFC情報に

従って既存ASに接続要求を送信す

る際，「SEN接続要求」情報を信号

内に設定することによって，既存

ASがSEN基盤で実施するサービス

が存在することを認識できる．

�SCIM

SEN基盤を利用した付加サービ

スの提供におけるSCIMの役割は，

S-CSCFからの接続要求を受信した

際に，呼の発着を判断してユーザ

プロファイルを取得し，ユーザプ

8

＊5 MPN：メディア処理ノード．ドコモのコ
アネットワークノードの1つ．音声留守
電やメロディコールといった音声メディ
アサービス，TV電話留守電のような映像
メディアサービス，などのさまざまなメ
ディアサービスを現状提供している．

＊6 AS：サービスを提供するアプリケーショ
ンを実行するサーバ．

＊7 S-CSCF：端末のセッション制御，およ
びユーザ認証を行うSIPサーバ．

＊8 SiFC：要求信号をどのASに送信するか
を判断するための基準，およびその機能．

＊9 セッション：クライアントとサーバ，も
しくはサーバ間どうしでやり取りされる
一連の通信のこと．

＊10 HSS：3GPP移動通信ネットワークにお
ける加入者情報データベースであり，認
証情報および在圏情報の管理を行う．
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ネットワーククラウドを構成するサービスイネーブラネットワーク（SEN）基盤の導入

IMS基盤 SEN基盤 

HSS

BGCF ： Breakout Gateway Control Function 
I-CSCF ： Interworking Call Session Control Function  
MGCF ： Media Gateway Control Function 
MGW ： Media GateWay 
MRFC ： Media Resource Function Controller 
MRFP ： Media Resource Function Processor 
P-CSCF ： Proxy Call Session Control Function 

AS MRFC MRFP

S-CSCF

P-CSCFアクセス 
ネットワーク 

SLF

I-CSCF BGCF MGCF MGW

SCIM

AS

AS

UE

図2 IMS基盤とSEN基盤の連携
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ロファイルとサービスに関する設

定データを基に，ユーザに対して

適切なタイミングでサービスシナ

リオを起動することである．今回，

SCIMを導入した大きなメリット

は，ファイル更新を伴わず各種設

定データの更新のみで，新サービ

スの提供や提供中サービスの競合

条件の変更に対応できることであ

る．ただし，あらゆるパターンの競

合制御を基盤として導入すること

は現実的ではないため，対応する

競合制御に条件を設けることとし，

その範囲内で競合制御を変更する

ことができるようになっている．

SEN基盤導入時にサービス競合判

定のポリシーを以下のように設定

する（図3）．

・既存ASは新ASで実施する個々

のサービスを意識せず，既存

ASサービスと新ASサービスの

中でどのサービスを起動するか

の判断はSCIMで実施する．

・呼セッションに紐づいて同一タ

イミングで提供する既存ASサ

ービスと新ASサービスが存在

する場合はどちらか1つを提供

する．

・サービス提供タイミングが異な

る場合や，サービス提供タイミ

ングが同時でも片方のサービス

が呼接続セッションに紐づかな

い独立サービスである場合，既

存ASサービスと新ASサービス

の同時利用を許容する．

�SCNおよびMB

SCNおよびメディアブローカ

（MB : Media Broker）＊11の構成を図4

に示す．

SCNは，サービスシナリオ部

（SCN-AS）に加えて，呼制御／メデ

ィア処理を行うための抽象化APIを

サービスシナリオへ提供するイネー

ブラ部，およびサービス固有のユー

ザデータを保持する機能（SCN-DB）

を保持している．

①SCN

SCN-ASは，実装上Java�EE 5
＊12サーバ上で動作するアプリ

ケーションプログラムである．

ユーザからのWebアクセスに

対してはWebサーバとして動

作し，同時にSCN内外のWeb

ベースのインタフェースを具備

するイネーブラとの通信を行

う．

イネーブラ部は，IMSとのSIP

インタワーク＊13を抽象化する

呼制御イネーブラ，メディア処

理装置との接続処理を抽象化す

るメディア制御イネーブラ，お

よびHSSとの間でDiameter＊14

信号処理を抽象化するDiameter

イネーブラ（3GPP TS 29.328）

を具備する[1]．

SCN-DBはSCN-ASとのイン

ターワークにより，サービス固

有のユーザプロファイルを管理

する．

②MB

MBはMPNの一論理機能で

あり，端末からの音声（RTP :

Real-time  Transport Protocol＊15）

を終端し，同時にSCNに対し

さまざまなメディア付加価値機

能を提供するメディア処理装置

である．MBはサービスシナリ

オ向けに通話の録音制御やカ

ンファレンス制御といったメ

ディア付加処理を抽象化しAPI

として提供する．この抽象化

9

＊11 メディアブローカ（MB）：テキストや画
像などのさまざまなメディア処理を取り
扱えるように介在し，1つ以上の接続先と
の間でプロトコルやメディアの変換，メ
ディア情報の複製などの処理を担当する
ノード．

＊12 Java® EE 5：サーバサイドJavaの開発・
実行環境の総称，規定．従来はバージョン
をJ2EE 1.2 というように命名していたが，
1.5からJavaEE 5といった名称に変更になっ
た．OracleとJavaは，Oracle Corpoationお
よびその子会社，関連会社の米国およびそ

の他の国における登録商標．文中の社名，
商品名などは各社の商標または登録商標で
ある場合がある．

＊13 インタワーク：通信システム間の相互動作．
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シナリオA シナリオB シナリオC シナリオA シナリオB シナリオC

SCIMなし SCIMあり 

S-CSCF

SCIM

競合制御 競合制御 競合制御 

・各シナリオで競合制御を具備 
・動的なサービスチェーンの実現 
　が不可（サービスA起動時に， 
　サービスB，Cを順次起動） 
・音声サービスについてはサービ 
　ス利用有無にかかわらずすべて 
　接続 

【目的1】 
・シナリオ（またはユーザ）共通の 
　競合制御を実施 
【目的2】 
・シナリオ間の動的なサービス 
　チェーンを実現（サービスA起動後 
　に，サービスCを起動） 
・音声サービスの起動トリガを保持 

競合制御 
シナリオの起動 
状況を判定 

S-CSCF

図3 SCIM導入前後の競合制御の状態
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APIをMCE（Media Composi-

tion Enabler）と呼ぶ．

SCN-ASとMCE間の通信には

http/SOAP（Simple Object Access

Protocol）が用いられる．SOAPは

分散したサービスの連携を主眼に

設計されたプロトコルであり，ア

プリケーション開発者に対して拡

張性や実装容易性の観点でのメリ

ットをもたらす．

SEN基盤でサービスを提供する

際，SCNではSCIMからのサービス

起動信号の受信をトリガにして，

イネーブラ部よりサービスシナリ

オが起動される．サービスシナリ

オは条件分岐ロジックと抽象化さ

れた各種APIをコールする．通訳電

話サービスや通話録音サービスと

いった呼処理サービスは，この仕

組みによって実現されている．

�ECN

ECNはイネーブラを収容するた

めのインタフェース装置である．

イネーブラを利用するサービスシ

ナリオに対して，各イネーブラの

実装プロトコル，処理能力などの

機能差異を意識せずにアクセスで

きる機能を提供する．従来のテレ

コムシステムでは，アプリケーシ

ョン間の相互依存性が高く，多く

のプロトコル技術やデータ形式が

混在化していた．このため，通信す

るノードごとに異なったプロトコ

ルや，ノード特性に応じたインタ

フェースをサポートする必要があ

るという課題があった．これを解

決することを目的としてECNを導

入している．ECNが複数のプロト

コル（REST（Representational State

Transfer）/SOAP/HTTP）をサポー

トし，ノード選択論理や接続状態

の管理機能を保持することで，サ

ービスシナリオは容易に部品化さ

れたイネーブラを利用し，サービ

スを提供することが可能である．

2.3 全体構成
SEN基盤導入前後の接続ルート

を図5に示す．

音声呼に対してSEN基盤を利用

した付加サービスを適用する場合，

ユーザの発着信の契機でIMS基盤

からSEN基盤のSCIM/SCNに接続

される．これは，S -CSCFからAS

に接続するISCインタフェースに準

拠する形態である．将来，新しいア

クセスネットワークが導入される

場合も，同様の接続ルートを利用

することが可能である．IMS基盤か

らSEN基盤へのアクセスは発網と

着網の両方から実施できるため，

発ユーザ起動の付加サービス，着

10

＊14 Diameter：RADIUS（Remote Authentica-
tion Dial In User Service）をベースに機能
を拡張したプロトコルで，IMSにおける
認証／認可／アカウンティングに利用さ
れる．

＊15 RTP：IETFで規格化された，音声や映像

などをリアルタイムに配信するためのプ
ロトコル．
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MCE

SIP／メディア制御／ 
Diameterイネ―ブラ 

SCN

基本呼処理 

http/SOAP

SIP

音声認識 
イネーブラ 

男女声認識 
イネーブラ 

音声合成 
イネーブラ 

日日変換 
イネーブラ 

翻訳 
イネーブラ 

UE UE

DiameterSIP

MB

SEN基盤 

API

R
T
P

R
T
P

サービスシナリオ 

Java EE 5

SCN- 
DB

SCIM

IMS HSS

SCN-AS

図4 SCNおよびMBの構成
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ユーザ起動の付加サービスをそれ

ぞれ提供することが可能である．

当初，イネーブラの利用は網内の

サービスシナリオに限定される．

しかしイネーブラへのアクセス形

態をゲートウェイ（GW）＊16の導入

により汎用的にすることによって，

将来的に想定されるインターネッ

トや3rd Party＊17などの外部からの

イネーブラ利用に対応できる．

3. 適用サービス例
3.1 通話録音サービス
通話録音サービスは，法人向けの

サービスであり，契約者の発着信時

の通話内容を録音し，契約企業に対

して録音ファイルを転送するサー

ビスである．営業担当者などが，出

先で携帯電話によって行う通話内

容を記録し，各種証跡を残したいと

いうニーズがある．通話録音サービ

スは，上記ニーズに応え，通話録音

サービスの契約番号の設定に従っ

て，該当契約番号で発着信する通話

内容を録音し，法人契約者のサーバ

設備に蓄積する．音声通話の録音方

法には，法人ユーザ設備内に設置し

た録音システムで録音する方法が

一般的である．通信事業者内に録音

システムを具備することで，録音に

関するユーザ設備を減少させるこ

とができ，初期導入費用の少ないサ

ービスモデルを提供することを目

的とする．

�サービス実現機能

・契約・課金機能

通話録音サービス契約者の

みサービスを利用可能とする

ために，各電話番号契約に対し

て付帯契約として通話録音契

約を締結する．また，各電話番

号に通話録音契約に基づく課

金を行う．

・通話録音機能

通話録音契約者からの発信，

および通話録音契約者への着

信の音声通話をドコモ網設備

において録音し，一時的に蓄

積する．

・録音データ転送機能

録音データは，その都度，該

当電話番号が属する法人契約

者サーバ設備に転送される．

録音データは，正常に転送さ

れた際に削除される．

・企業プロファイル投入機能

企業ごとのアカウントマネ

ージャ（AM）向けに，電話番

号ごと，法人契約者ごと，転送

グループごとのプロファイル

設定機能を提供する．AMは録

音データの転送先である法人

設備の情報や録音活性／非活

性状態を投入する．さらに，フ

ァイル転送状態管理機能とし

て，録音データのファイル転

送状態の参照，およびファイ

ル転送エラー時の強制操作を

提供する．

�サービス実現方式

通話録音処理のアーキテクチャ

および機能分担を図6に示す．

・通話録音機能

音声呼処理はSEN基盤を利

用して実現する．IMSにおいて

は，一般的に通話音声は端末間

で直接接続されるが，録音処理

の場合にはMBにて通話録音を

11

＊16 ゲートウェイ（GW）：プロトコル変換や
データの中継機能等を有し，デバイス間
の通信を可能にする中継デバイス．

＊17 3rd Party：第三者メーカのこと．提携し
ているメーカではなく，公開されている
仕様から他者ソフトを作れるメーカ．
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シナリオ実行基盤 
シナリオ実行基盤 

SEN基盤 

SCNSCN SCN以外のサービス 
シナリオを選択する 
ことも視野に入れる 

声宅 
シナリオ 

サービス 
シナリオ 

サービス 
シナリオ 

声宅 
シナリオ 

通訳 
シナリオ 

サービス 
シナリオ 

サービス 
シナリオ 

MGN MGN

SEN 
導入後 

シナリオ競合制御 

汎用AS

SCIM

IMS
MGN : Media Gateway Node

図5 SEN基盤導入前後の接続ルート
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行うため，通話音声をMBに引

き込む処理が必要となる．具体

的には，通話録音契約者はS-

CSCFのSiFCにSCIMが登録さ

れ，発着信に伴うInvite＊18は必

ずSCIMに送信される（図6

①）．SCIMにおいて，契約情報

により通話録音契約判定および

各種サービス間の競合判定を行

い（図6②），SCN上に配備さ

れたサービスシナリオ（通話録

音シナリオ）を起動する．SCN

はSCIMからのInviteに基づき，

MB内に会議室を生成し発着を

参加者とするカンファレンスサ

ービスを起動し，通話音声を

MBに引き込む．さらに，通話

開始時にMB内のMCEに対し

録音開始ガイダンス送信や録音

処理を指示する（図 6 ③）．

MCEはサービスシナリオの要

求に基づき，音声データの録音

やガイダンス送出を行う．

・録音データ転送機能

ファイル転送イネーブラは，

通話録音サービスシナリオから

からの指示により，録音データ

の転送を行う．転送の際は，暗

号化を行えるように実装する

（図6④）．

・企業プロファイル投入機能

企業プロファイルデータは

SCNのデータベースにて保持す

12

＊18 Invite：SIPの信号の１つであり，接続要
求を行うための信号．
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企業プロファイル 
投入 

Webインタフェース 

企業プロファイル投入 

録音データ転送機能 
通話録音処理 
企業プロファイル投入 
音声ベアラ 

SEN基盤 

MPN
ファイル転送 
イネーブラ 

DB MB/MCE

基本呼処理 

SCN-DB
SCN

SIP制御 
イネーブラ 

メディア制御 
イネーブラ 

通話録音機能 

●②サービス競合判定 
　SIP音声呼接続 
　（通話録音シナリオ起動） ●①SiFCに基づいたAS選択 

IMS

着信UE

●③・カンファレンス起動 
　・通話音声データ制御 
　・ガイダンス処理／録音処理 

●④ファイル転送 
　処理起動 

録音データ転送 

契約企業設備 

録音データの 
転送 

通話音声 

発信UE

SCIM

●⑤企業プロファ 
　イル保持 AMによる企業プロファイル投入 

Webサーバ 
（JavaEE 5） 

通話録音 
サービスシナリオ 

図6 通話録音処理アーキテクチャ
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る（図6⑤）．AMが前記プロフ

ァイル投入を可能とするため，

企業内のLANからSCNへアク

セス可能な特定の端末（クライ

アント）に対してWebのイン

タフェースを提供する．これに

より，AMはブラウザベースの

GUI＊19により，さまざまなプロ

ファイルを操作・閲覧すること

が可能となる．

3.2 通訳電話サービス
通訳電話サービスは，日本語の音

声通話を英語・中国語・韓国語と

いった外国語に，また外国語を日本

語に翻訳する．また，翻訳結果を音

声通話に合成することで，遠隔での

異言語のコミュニケーション（遠隔

型通訳機能）を実現する．さらに補

助的なツールとして，発信を制御

し，音声認識結果・翻訳結果を画面

に表示するAndroidTM＊20アプリケー

ションを提供する．さらに，遠隔で

はなく対面での異言語コミュニケ

ーションを前提に，1台の端末で通

訳電話アプリを利用してマイクに

吹き込んだ音声を翻訳するサービ

スも提供する（以降，対面型通訳

機能）．

通訳電話サービスは2011年11月

から試験的に提供しており，3rd

Party Call Control＊21を用いて，セン

ターから発信する方式（ユーザ端末

に着信する）で実現している．一

方，本開発によって実現する内容

は，ユーザが相手の電話番号の頭に

特番をつけて発信することで接続可

能となり，ユーザにとってはより通

常の通話に近い操作方法で利用可能

になる．

�サービス実現機能

・遠隔型通訳機能

通訳電話サービスは次の5つ

の機能を実現する．通話音声を

センターに引き込む機能，ユー

ザからの通訳開始指示を認識す

る機能，引き込んだ通話音声に

対して音声認識する機能，認識

結果を翻訳する機能，翻訳結果

を音声合成し音声通話に送信す

る機能である．また，Android

アプリを保持するユーザに対

し，通訳電話では，SENのコン

セプトである“テレコムとWeb

の融合の新たな価値創造”の一

形態として，CS/PS連携＊22を

実現した．音声認識結果・翻訳

結果を画面に表示する機能を提

供することで，より使いやすい

サービスを提供している．

・対面型通訳機能

1台の端末で通訳電話アプリ

を利用して，マイクに吹き込ん

だ音声を音声認識し，翻訳結果

を応答する．

�サービス実現方式

通訳電話のアーキテクチャおよび

機能分担を図7に示す．

・遠隔型通訳機能（NW録音）

ユーザは特番138+言語コー

ド（2桁）を相手の電話番号の

前につけて電話をすることで，

通訳電話サービスを起動する

（図7①）．特番138が通訳電話

の起動を，そのあとの2桁が接

続した相手との通訳言語を意味

する．さらに，Android アプリ

ユーザはUE上でアプリ操作を

行うことで，特番／言語コード

を意識することなく，発信する

ことが可能となる．

特番（138）は，IMS内にあ

る既存ASによってSENサービ

スの特番と認識し，SCIMへの

接続が行なわれる．SCIMで各

種サービスの競合判定を行い，

SCNサービスシナリオ（通訳電

話シナリオ）へ接続する（図7

②）．通話音声をメディア処理

装置に引き込む方法は，通話録

音サービスと同一の機能により

実現している．

通話中の音声呼を通訳するた

めに必要となるイネーブラの各

コンポーネントをエンジンと呼

ぶ．各種エンジンを表1に示

す．サービスシナリオからみる

と，すべてMCEに集約されて

見えるが，実際には，各エンジ

ンのインタフェース差分を

MCEで吸収している．これに

より，シナリオからのメディア

処理指示を抽象化できる．同時

に，サービスシナリオに影響を

与えずに，将来より良いエンジ

ンへの入替えを実施できる．

・対面型通訳機能（端末録音）

対面型通訳機能では音声通話

は利用せず，パケット通信のみ

を利用してサービスを実現す

る．通訳電話アプリとSCNサ

ービスシナリオ間のhttp信号を

用いて，サービス全体の制御を

行う．シナリオからの指示に従

13

＊19 GUI：アイコンなどのグラフィックを多
用し，基礎操作のほとんどをポインティ
ングデバイスを用いて行えるユーザイン
タフェースのこと．

＊20 AndroidTM：米国Google, Inc.が提唱する
携帯端末を主なターゲットとしたオープ

ンソースプラットフォーム．AndroidTMは，
米国Google, Inc.の商標または登録商標．

＊21 3rd Party Call Control：第三者から操作
して，二者間以上の端末同士を接続する
技術．

＊22 CS/PS連携：音声通信とパケット通信の

連携．
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い，端末からシナリオを介さず

に直接メディア系イネーブラに

接続する（音声認識）．その際，

SEN基盤のECNを介して接続

をする．ECNを介してイネーブ

ラのAPIを開放することによ

り，他サーバからも同じイネー

ブラの利用が可能である．

・アプリ起動機能

通訳電話の呼接続を受けた

SCN通訳電話シナリオは，発着

ユーザにアプリ起動を指示する

SMSを送信する．SMSを受信

した通訳電話アプリが起動し

て，サービスが利用可能となる．
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音声認識エンジン 

男女声認識エンジン 

音声合成エンジン 

日日変換エンジン 

翻訳エンジン 

音声データを入力し，発話内容をテキスト化する 

音声データを入力し，男女の識別結果を得る．これにより，音声 

合成時の性別を決定することが可能となる（男性の通訳結果は男 

性声で，女性の通訳結果は女性声となる） 

翻訳結果を入力値とし，音声を作り出す．なお，男女声認識結果 

を利用した音声を作る 

翻訳処理の前に，翻訳処理を補助する，日本語の固有名詞解析処 

理を行う．固有名詞を特定することで，翻訳対象の単語から外れ 

るため，より正確な翻訳が行えるようになる 

他言語への翻訳を行う 

エンジン名 エンジン概要 

表1 エンジン一覧

通訳電話 
サービスシナリオ 

PS処理におけるイネー 
ブラの通信窓口 

音声認識 
イネーブラ 

男女声認識 
イネーブラ 

音声合成 
イネーブラ 

日日変換 
イネーブラ 

翻訳 
イネーブラ 

PS系通信制御 
CS系通信制御 
CS/PS共通 
音声ベアラ 

SEN基盤 

MPN

イネーブラ 
NW

DB

MWS

MB/MCE

CS処理／メディア処理における 
イネーブラの通信窓口 

ECN SCN-DB

SCN

SIP／メディア制御 
イネーブラ 

Webサーバ 
（JavaEE 5） 

SCIM

●②通訳サービス起動 
（CS発信時） 

●①138＋言語コード＋ 
相手電話番号で発信 

IMS PS網 

http通信を 
制御 

発信UEMWS： MPN Web Server

認識結果（テキスト） 
翻訳結果（テキスト） 

翻訳結果DL 
（音声ファイル） 

※着信側UEは割愛する 

図7 通訳電話アーキテクチャ
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4．あとがき
本稿ではネットワーク付加価値

を提供するサービスを，安く・早く

実現することを目的としたサービ

スイネーブラネットワークを実現

するSEN基盤について解説した．

本アーキテクチャでは，複数のイネ

ーブラを組み合わせることにより，

極力，サービスシナリオのみの開発

で柔軟にサービス提供を行うこと

を可能としている．また，SEN基盤

を活用したサービス例についても

紹介した．

将来の発展として，外部との間に

ゲートウェイを導入することにより，

インターネットや3rd Partyの外部ネ

ットワークにAPIとしてイネーブラ

機能を提供することが考えられる．
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